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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ビフィズス菌はグラム陽性の偏性嫌気性梓菌であり,ヒトや家畜の腸管内などに棲息する｡ 特に母乳栄
養児では腸管下部における最優先菌として存在することが知られている｡ 本菌は宿主に対して腸管の感染
防禦,腸内腐敗の抑制,免疫機能の増強,栄養改善あるいは整腸などの様々な有益な作用を持つことが指
摘されており,本菌を添加した発酵食品や生菌製剤などがいくつか実用化され利用されている｡本菌の腸
管内での増殖,定着に関しては,オリゴ糖であるビフィズス因子に関する研究が古くから行われており,
この因子を用いて本菌の選択的増殖をはかろうとする試みが数多くなされている｡しかしながら本菌の糖
質代謝に関与する酵素あるいは遺伝子に関する知見は未だ不十分である｡
そこで著者は,ビフィズス菌B2f2'dobactm'umbreveの糖質代謝酵素のひとつp-グルコシダーゼ及び
その遺伝子に関する生化学的,分子生物学的研究を行った｡
評価すべき主な点は以下の通りである｡
1.ヒト由来のビフィズス菌のセロビオース馴養株 B.breveclbよりビフィズス菌に特徴的なβ-グルコ
シダーゼを精製単離し,その諸性質を明らかにした｡そして本酵素がβ-フコシダーゼ活性を合わせ持つ
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ことを解明した｡
2.B.brleVeCIbのp-グルコシダーゼ遺伝子をクローニングしてその塩基配列ならびに本酵素のアミノ
酸配列を決定した｡
3.ビフィズス菌由来のβ-グルコシダーゼを大腸菌内で発現させて,その組換え酵素を精製単離し,そ
の諸性質を明らかにした｡この酵素標品を用いて固定化酵素カラムを作製し,ビフィズス菌によって優先
的に資化される有用なオリゴ糖 D-フコシルグルコースを連続的に合成することに成功した｡
4.ビフィズス菌のセロビオース馴着によるβ-グルコシダーゼ活性の上昇が転写レベルで起きることを
明らかにした｡また遺伝子の転写開始点を明らかにした｡
以上のように,本論文はビフィズス菌の特徴的なβ一グルコシダーゼとその遺伝子の諸性質の解明を行
うとともに,それらのバイオテクノロジー分野での応用を実際に示したものであり,微生物生理学及び応
用微生物学に寄与するところが大きい｡
よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,平成 9年2月17日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位
を授与される学力が十分あるものと認めた｡
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